
年度を跨ぐ検証・改善に基づくプランニング －日田市立咸宜小学校－

年度を跨ぐ 部会毎の成果・課題のまとめ、構造化ができている

◇成果
・成功体験、自己理解の高まり
⇒自己・他者肯定感向上

◇課題
・交流活動不十分、自信を持てない子
⇒人権感覚の更なる向上

◇改善へ
・職員の人権感覚の更なる向上
・交流行事等の一層の充実
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◇成果
・落ち着いた学校生活
⇒良好な人間関係、仲間作りの推進

◇課題
・生活規律
⇒「指導」には従う状態だが・・・

◇改善へ
・「外発的」→「内発的」指導への変革
・交流行事等の一層の充実

◇成果
・基本的生活習慣の向上、外遊び増加
⇒家庭と良好な連携

◇課題
・一部外遊びに向かわない、ゲーム過多
⇒体力、技能が不十分

◇改善へ
・外遊びのバリエーション充実へ
・ノメディアコントロールの家庭との連携
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